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５
月
１
日
、
す
べ
て
の
働

く
も
の
の
連
帯
で
「
平
和
・

人
権
・
労
働
・
環
境
・
共
生
」に

取
り
組
み
、
労
働
を
中
心
と

す
る
福
祉
型
社
会
と
自
由
で

平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
！

を
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
８１
回
全
道
メ
ー
デ
ー
が
開

か
れ
た
。
会
場
の
札
幌
市
・

大
通
８
丁
目
広
場
に
は
、
土

曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
連
れ
の
参
加
者
を
含

む
２
０
０
団
体
・
約
６
０
０

０
人
が
参
加
し
た
。
全
道
各

地
で
は
、１
６
２
地
域
、１４
万

人
が
参
加
し
て
い
る
。

第８１回全道メーデー

仲間の絆と
力の結集

北のパワーで未来拓こう！
メーデー会場をまわる「藤川まさし」

毎
年
、
連
休
狭
間
の
開
催

を
「
ど
う
す
る
？
」
の
議
論

が
あ
る
な
か
、
今
回
も
５
月

１
日
開
催
と
な
っ
た
メ
ー
デ

ー
大
会
は
、
連
合
北
海
道
２０

年
を
記
念
す
る
「
仲
間
の
絆

と
力
の
結
集
～
北
の
パ
ワ
ー

で
未
来
を
拓
こ
う
！
」
が
ス

テ
ー
ジ
に
大
き
く
示
さ
れ
、

副
大
会
長
の
山
上
道
本
部
委

員
長
が
開
会
を
宣
言
。

大
会
長
の
�
柳
薫
連
合
北

海
道
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
昨
年
８
月
の
歴
史
的
政
権

交
代
後
初
の
メ
ー
デ
ー
。
新

自
由
主
義
と
過
去
の
政
権
が

残
し
た
傷
跡
は
あ
ま
り
に
も

深
い
」
と
指
摘
。
鳩
山
政
権

に
対
し
て
、「
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
を
取
り
除
く
た
め
に
全
力

を
あ
げ
、
私
た
ち
の
期
待
に

こ
た
え
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。
そ
の
上
で
「
こ
こ
で
歴

史
の
歯
車
を
逆
回
転
さ
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
政

権
維
持
を
訴
え
た
。
ま
た
、

「
雇
用
、
失
業
問
題
、
非
正

規
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善

に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
述

べ
、
民
主
党
の
基
盤
安
定
の

た
め
、「
昨
年
の
総
選
挙
、
参

議
選
、
統
一
自
治
体
選
を

『
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ

ャ
ン
プ
』
で
一
連
の
た
た
か

い
と
位
置
づ
け
た
た
か
う
」

と
強
調
し
た
。
ま
た
、
道
教

委
の
学
校
現
場
へ
の
対
応
に

「
不
当
労
働
行
為
で
あ
り
、

『
学
校
版
治
安
維
持
法
』

だ
」
と
述
べ
、
即
時
中
止
と

撤
回
を
求
め
た
。
最
後
に
、

「
地
域
に
お
け
る
労
働
運

動
・
労
働
組
合
の
役
割
と
社

会
的
役
割
と
責
任
を
果
た

す
」
と
強
調
し
た
。

来
賓
に
、
今
夏
の
参
議
院

選
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
藤
川
ま
さ
し
さ
ん
が
『
人

を
大
切
に
す
る
政
治
』。徳
永

エ
リ
さ
ん
は
『
労
働
者
の
安

心
、
い
き
い
き
働
け
る
社
会

づ
く
り
』
に
つ
い
て
述
べ
決

意
表
明
し
た
。

衆
・
参
・
統
一
自
治
体
選

『
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
』

安心・安全な社会＝札市労�左、健康の夜明けぜよ＝札市職ユース部

桜
の
季
節
が
ず
れ
込
み
、
し
っ
か
り

観
賞
す
る
時
を
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な

日
々
。
草
、
木
、
花
、
実
を
眺
め
、
そ

の
時
々
の
季
節
を
敏
感
に
感
じ
取
る
こ

と
で
体
の
季
節
感
と
一
致
す
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
目
に
焼
き
つ
い
た
も
の
が

心
の
栄
養
に
な
っ
て
い
る
か
も
。

い
よ
い
よ
次
号
が
２
０
０
０
号
。
１

９
６
２
年
か
ら
４８
年
、
約
半
世
紀
か
け

て
引
き
継
が
れ
て
き
た
機
関
紙
「
自
治

労
北
海
道
」。商
業
紙
の
道
内
発
行
部
数

で
言
え
ば
、
日
本
経
済
新
聞
ぐ
ら
い
の

数
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、「
大
変

な
こ
と
だ
」
と
気
が
引
き
締
ま
る
。

STOP!! サービス残業＝札幌病職労

朔 風
肌寒いメーデー大会だったが、参議院選挙勝利に向けて全体の熱気が
高まった＝５月１日、大通り８丁目広場子育て支援で明るい未来を！＝札医大労組

変変化化のの時時��強強いい風風��ああたたりりままええ
枝野大臣が講演＝藤川まさし政経セミナー

本号の紙面４
月
２４
日
、
札
幌
市
内
で

藤
川
ま
さ
し
政
経
セ
ミ
ナ
ー

が
開
か
れ
、
１
０
０
０
人
が

参
加
し
た
。

枝
野
幸
男
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
行
政
刷
新
担
当
）

が
『
民
主
党
政
権
は
日
本
を

ど
う
変
え
る
の
か
』
と
題

し
、
講
演
し
た
。
枝
野
大
臣

は
、「
民
主
党
が
め
ざ
す
も
の

の
前
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
古
い

政
治
の
ア
カ
を
落
と
す
こ

と
」
だ
と
強
調
。
事
業
仕
分

け
に
つ
い
て
、「
ど
こ
に
無
駄

が
あ
る
の
か
、
本
質
は
新
し

い
政
権
の
土
台
に
な
る
。
国

民
に
説
明
し
、
透
明
化
、
情

報
公
開
で
、
お
か
し
い
税
金

の
使
い
方
を
や
め
、
住
民
・

国
民
参
加
の
使
い
方
を
考
え

る
べ
き
。
そ
れ
が
地
方
分
権

へ
と
つ
な
が
る
」
と
話
し

た
。
ま
た
、「
自
治
体
や
国
の

役
割
に
つ
い
て
も
、『
時
代
が

変
わ
っ
た
こ
と
』
を
認
識
す

べ
き
」
と
考
え
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
改
め
て
、
昨
年

の
８
月
３０
日
に
立
ち
戻
り
、

国
民
が
何
を
期
待
し
て
い
た

の
か
、
初
心
に
返
り
前
進
し

て
い
く
」
と
強
調
。
最
後
に

「
大
き
く
変
わ
る
と
き
に
、

強
い
風
は
あ
た
り
ま
え
。
一

緒
に
新
し
い
時
代
を
切
り
開

い
て
ほ
し
い
」
と
、
地
域
の

中
で
頑
張
っ
て
き
た
藤
川
ま

さ
し
へ
の
支
援
を
訴
え
た
。

人
生
か
け
て

力
つ
く
す

藤
川
ま
さ
し
は
、「
元
気
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
道
を

回
っ
て
い
る
が
、『
先
が
見
え

な
い
』
と
の
声
を
聞
く
。
こ

れ
か
ら
は
地
域
で
育
ち
、
地

域
で
働
け
る
北
海
道
に
し
た

い
。
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か

り
国
政
に
伝
え
る
」
と
述

べ
、「
北
海
道
に
育
っ
た
自
分

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事
を

や
っ
て
い
き
た
い
。
残
り
の

人
生
を
か
け
て
力
を
つ
く

す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

２３面

�１３地本さわやか新入組合員

�４月から新しい顔

地方本部専従者

�自治労共済

４面

�チェルノブイリ事故から２４年

��平和憲法�自らの手で

脅かしていないか

�職場だより＝浦幌町職

いよいよ、次号は

2000号!
JICHIRO スケジュール

２０１０年５月

２５日�火 道本部第１９回執行委員会（札幌市）

道本部第５回拡大闘争委員会（札幌市）
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２８日�金 第４回青年部幹事会（～３０日・札幌市）

２９日�土 ２０１０年度青年部長会議（～３０日・札幌市）

２０１０年６月

３日�木 道本部第１１２回中央委員会（～４日・札幌市）

４日�金 自治労共済道支部総代会（札幌市）

国民参加の税金の使い方に
変えていくことを訴える枝
野大臣＝４月２４日、京王プ
ラザホテル
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さわやか新入組合員ささわわややかか新新入入組組合合員員 み
ん
な
で
考
え
行
動
し
よ
う

みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
行行
動動
しし
よよ
うう

道
本
部
青
年
部
長
の
牧
野
長

武
で
す
。

青
年
部
は
、「
学
習
・
交
流
・

実
践
」「
仲
間
づ
く
り
」
を
大
事

に
す
る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
仕
事
や
生
活
で
感

じ
る
こ
と
を
率
直
に
話
し
合

い
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
。
問

題
を
改
善
す
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
行
動
す
る
。
そ
う
し
た
運

動
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

全
道
の
た
く
さ
ん
の
仲
間
と

交
流
し
、
労
働
条
件
の
改
善
、

地
方
自
治
の
確
立
に
む
け
て
、

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

�１ １８歳

�２ 買い物・おしゃべり・バレーボール

�３ 猿払村

�４ まだ仕事に慣れていなく先輩に頼っ

てばかりですが、自分にできること

を教えてもらいながら笑顔と元気で

一生懸命やっています。住民の方の

質問にもおどおどせずに胸を張って

答えることができるよう、毎日仕事

をしながら勉強を頑張っていきたい

です！

宗谷地本
�１ ２２歳

�２ 旅行・フルート

�３ 旭川市

�４ 名寄市立大学社会福祉学科を１期生

として卒業し、４月から留萌市の介

護支援係に配属になりました。

今は一歩一歩努力して、留萌市民の

皆さまのため働いていきたいと思い

ます。

留萌地本
�１ １８歳

�２ 読書・簿記

�３ 剣淵町

�４ 高校は士別翔雲高校を３月に卒業し

ました。高校では、商業部に入って

簿記の勉強をしました。他にも情報

処理や電卓の資格を持っています。

それを生かして仕事をしたいと思っ

ています。

上川地本

組合員だから加入できます
自治労共済（全日本自治体労働者共済生活協同組合）

は、自治労組合員の連帯強化と相互扶助の理念に基づ
き、１９６６年に設立されました。
非営利で共済事業を営む生活協同組合として、組合員

一人ひとりが運営の担い手となり、組合員とその家族の
くらしを互いに支えあっています。

●新しく組合員になられた方へ
自治労共済は、消費生活協同組合法に準拠し、組合員の皆様への最大奉仕を目

的に非営利で共済事業を運営する生活協同組合です。自治労共済の各種共済制度
をご利用するには出資金１００円をお支払いいただき、生協組合員になっていただ
く必要があります。出資金は組合脱退時にお返しいたします。

牧
野
青
年
部
長
あ
い
さ
つ

よよううここそそ自自治治労労へへ
浜頓別町職留萌市労連剣淵町職

勝井 理香さん高橋 侑子さん長谷川聖夏さん

�１ ２２歳

�２ 楽器演奏・囲碁

�３ 札幌市

�４ 大人として仕事に責任を持ち、斜里

町職員として、住民の方々の役に立

てるような人材になりたいと思いま

す。あと、字がきれいになりたいで

す。

網走地本１３地方本部
�１ ２９歳

�２ 読書・旅行・中国語

�３ 恵庭市

�４ 政策調整課に配属になりました。新

しいことばかりで戸惑うこともあり

ますが、優しい先輩方に囲まれて毎

日頑張れています。早く一人前にな

れるよう努力していきたいと思いま

す。

石狩地本

総合共済基本型は、全国の組合員が
加入する、仲間同士の助け合いの礎と
なる慶弔共済制度です。
※基本型に加入していることが、他共
済の加入条件です。

組合員同士の支えあいによる１年満
期の生命共済です。大きな安心を家計
に優しい掛金で。組合員本人が加入す
れば、配偶者、子どもも加入できま
す。病気・不慮の事故の場合は日帰り
入院から保障します。悪性新生物（上
皮内がん含む）・糖尿病・心疾患・高血
圧性疾患・脳血管疾患の５大成人病に
よる入院を手厚く保障、また不慮の事
故では通院だけでも給付するなど、医
療保障も充実しています。

在職中に掛金を積み立て、その積立
金をもとに退職時に年金、医療、遺族
の保障を自由に選択して加入できる制
度です。
なお、退職後の保障を本人年金のみ

に絞ることにより、積立期間中の掛金
が個人年金保険料控除の対象となる
「税制適格年金」もあります。

親子共済は、掛金を積み立てお子さ
んの高校卒業時に満期金をお支払いす
る共済です。また、親が万一の場合、
満期金相当額の死亡共済金にそれまで
の積立金相当額の累加死亡共済金を加
算してお支払いします。

対人・対物賠償無制限（四輪車）、ま
た過失の有無にかかわらず補償の限度
額内で総損害額を補償する「人身傷害
補償」など、充実の補償です。愛車見
舞金は「車対車型」に加え、当て逃げ
や単独事故も対象の「ワイド型」もあ
り、あなたのクルマを守ります。ま
た、ロードアシスタンスサービスで故
障・事故時なども安心。
また、クルマでの重大事故による

「失職」を防ぐため、組合、査定専門
員、顧問弁護士がバックアップしま
す。

大切な住宅、家財を火災や風水害等
から守る共済です。最高保障６，０００万
円の大型保障、焼失割合７０％で全焼認
定、さらに損害に対して再取得価額で
お支払いします。

火災共済にプラスして、風水害等、
地震等、また盗難による損害から暮ら
しを守ります。
さらに制度改定により、現行制度

（「標準タイプ」）に加え、「大型タイプ」
が新設されます。

斜里町労連北広島市職労

宮下 直人さん岸本美由紀さん

新しく職場に入った仲間たち

です。少しずつ慣れてきた頃で

すね。本号では、各地方本部か

ら１３人のさわやかな新入組合員

をご紹介します。趣味や決意を

聞いてみました。

�１ 年齢

�２ 趣味・特技

�３ 出身地

�４ 自己紹介と決意
�１ ２２歳

�２ お弁当づくり・キャンプ・雑貨屋さ

んめぐり・バレーボール・ピアノ

�３ 芦別市

�４ 今できることは少ないですが、先輩

保健師にくっつきながら明るく笑顔

で前向きに毎日頑張っています。「こ

こでなら子育て頑張れそう」と思え

るような幕別をめざして、保健師と

してできることを見つけていきたい

です�

十勝地本
�１ １９歳

�２ 野球、サッカー

�３ 倶知安町

�４ 商工観光課で勤務することになりま

した。まだまだわからないことばか

りなので、先輩方から多くのことを

学び、早く仕事を覚え、精一杯頑張

りたいと思っています。どうぞよろ

しくお願いします。

後志地本

幕別町職余市町職

岩花 みかさん竹内 一真さん

�１ ２０歳

�２ フィッシング

�３ 釧路町

�４ 専門学校を卒業して今年の４月に標

茶町役場に採用されてからまだ日が

浅く、諸先輩方から日々仕事を教わ

っています。一日でも早く仕事を覚

えて役に立てるように頑張ります。

釧根地本
�１ １８歳

�２ バレーボール

�３ 奥尻町

�４ 奥尻町役場水産農林課農林係に配属

されました小野と申します。役場１

年目であり、社会人１年目でもあり

ますのでわからないことだらけで

す。生まれ育った奥尻に恩返しがで

きるように精一杯頑張っていきたい

と思います。

檜山地本

標茶町職奥尻町職

矢島 卓也さん小野 将人さん

えさきたかし
（比例代表）

藤川まさし
（北海道選挙区） 参議院議員選挙に立候補を予定している「藤川まさし」と「えさきたかし」は自治労の仲間です

�１ ２２歳

�２ 映画鑑賞

�３ 旭川市

�４ 農政課に配属になりました。今まで

やったことのない新しいことばかり

で、わからないことがたくさんあり

ますが、ひとつひとつの業務をしっ

かりと覚えて市民の役に立てるよう

に頑張っていきたいと思います。こ

れからよろしくお願いします。

空知地本
�１ ２６歳

�２ ダーツ・マージャン

�３ 浦河町

�４ 新採用にしてはあまり若い方ではな

いかもしれませんが、これまでの経

験を生かし、一心不乱にがんばって

いきます。どうぞよろしくお願いし

ます。

日高地本
�１ ２６歳

�２ ドライブ、旅行

�３ 岩手県

�４ 大学卒業後、民間の会社を経験し、

二度目の新人です。今までの経験を

生かし、初心の新鮮な気持ち、謙虚

な気持ちを忘れず、「まっすぐな自

分」、「挑戦しつづける自分」をテー

マに市民の皆さまの安心できるま

ち、住みやすいまちづくりの実現に

向けて邁進していきます。

胆振地本
�１ ２７歳

�２ アウトドア＆ホームページ作成

�３ 福島町

�４ 民間で９年間勤めた経験を糧にし

て、行政で貢献できるよう頑張りま

す。どこかで会った時は気軽に話か

けてください。

渡島地本

深川市職労浦河町職室蘭市職労福島町職

河崎 貴宏さん本田 知哉さん及川 祐一さん中村 伸也さん

後
志（
泊
村
職
労
）

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
と
い

う
期
間
は
意
外
と
短
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
２
年

間
を
貴
重
な
時
間
と
す
る
た

め
に
色
々
な
方
々
と
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

書
記
次
長

冨
士
地

徹

渡
島（
鹿
部
町
職
労
）

い
よ
い
よ
２
年
間
の
専
従

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
渡

島
を
代
表
し
て
の
職
務
に
大

変
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
島
地
本
の
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

く
心
構
え
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

書
記
長

渡
辺

康
文

檜
山（
奥
尻
町
職
）

お
そ
ら
く
離
島
か
ら
は
史

上
初
の
専
従
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
何
し
ろ
初
め
て

づ
く
し
で
戸
惑
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
組
合
運
動

の
前
進
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

書
記
長

佐
野

栄
一

胆
振（
安
平
町
職
）

緊
張
と
不
安
で
戸
惑
い
を

隠
せ
ま
せ
ん
が
、
環
境
に
早

く
慣
れ
、
専
従
の
任
務
を
着

実
に
こ
な
せ
る
よ
う
、
２
年

間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

書
記
長

鈴
木

慎
二

日
高（
浦
河
町
職
労
）

専
従
書
記
長
に
な
っ
て
１

カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
毎
日

が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
、分
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
２
年

間
と
限
ら
れ
た
時
間
全
力
で

突
っ
走
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

書
記
長

鳥
井

亀
市

十
勝（
浦
幌
町
職
）

専
従
者
の
選
考
に
か
か
る

な
か
、
自
ら
任
に
つ
く
こ
と

を
決
意
し
た
佐
藤
で
す
。
十

勝
に
結
束
す
る
各
単
組
・
総

支
部
の
活
動
を
支
援
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

副
委
員
長

佐
藤

栄
一

十
勝（
広
尾
町
職
）

８
年
ぶ
り
の
一
人
暮
ら
し

で
、
多
少
だ
ら
け
た
食
生
活

を
送
っ
て
い
る
の
で
、
一
部

諸
先
輩
方
の
よ
う
な
体
型
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

つ
つ
、
地
本
の
運
動
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

書
記
長

木
下

慶
太

網
走（
紋
別
市
労
連
）

単
身
赴
任
で
２０
数
年
ぶ
り

の
独
身
生
活
。
気
持
ち
だ
け

は
若
返
っ
た
今
、
も
う
一
度

初
心
に
立
ち
返
り
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
と
、
ご
家
族
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

書
記
次
長

西
村

茂
年

４月から新しい顔

地
方
本
部
専
従
者

地
方
本
部
専
従
者
は
現
在
総
勢
１９
人
で
、

春
と
秋
に
交
代
し
ま
す
。
今
回
は
８
人
が
ニ

ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
。
単
組
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

���２０１０年５月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９９９号
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
２４
年

１
９
８
６
年
４
月
２６
日
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
起
き
た
史
上
最
悪
の
爆
発
事
故

か
ら
２４
年
が
経
過
し
た
。
当
時
、
８
０
０
０
�
も
離
れ
た
日
本
で
も
農
作
物
が
放
射
能

に
汚
染
し
、
現
地
で
は
、
地
域
住
民
や
消
化
活
動
に
あ
た
る
消
防
士
が
被
爆
、
５
万
人

以
上
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ
の
傷
跡
は
２４
年
経
っ
た
今
も
消
え
て
は
い
な
い
。

４
月
２５
日
、
札
幌
市
・
教

育
会
館
で
、
２４
年
目
の
４
・

２６
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
記

念
講
演
会
が
開
か
れ
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。

船
橋
奈
穂
美
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
理
事
長
の
主
催
者
代
表

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、「
原
発
に

頼
ら
な
い
く
ら
し
方
」と
題

し
、未
来
バ
ン
ク
事
業
組
合

理
事
長
の
田
中
優
さ
ん
が
講

演
し
た
。

田
中
さ
ん
は
「
１４
年
間
停

止
し
サ
ビ
つ
い
た
原
子
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
を
稼
働
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
六
ケ
所

村
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
の
影
響

で
、
日
本
最
大
の
漁
場
で
あ

る
三
陸
海
岸
が
汚
染
さ
れ

る
」
と
強
調
し
た
。
日
本
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
原
子
力

の
危
険
性
を
訴
え
な
い
の
は

電
力
会
社
が
大
き
な
資
本
を

出
し
て
い
る
か
ら
だ
と
指

摘
。
ま
た
、
一
般
家
庭
と
企

業
の
電
気
料
金
の
し
く
み
に

つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、

「
電
気
使
用
率
の
ピ
ー
ク
を

下
げ
る
と
、
原
発
は
い
ら
な

く
な
る
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
や
水
力
な
ど
、
電
気
は
簡

単
に
つ
く
れ
る
時
代
。
な

ぜ
、
命
を
か
け
て
ま
で
原
発

を
つ
く
る
の
か
」
と
問
題
点

を
指
摘
し
た
。「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
は
、
社
会
も

変
え
る
こ
と
に
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
確
保
の
た
め
に
働

く
時
代
は
終
わ
る
」
と
話
し

た
。２６

日
は
、
道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
２７
団
体
の
共

同
行
動
で
、
２４
年
目
の
４
・

２６
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
市

民
集
会
が
大
通
６
丁
目
で
開

か
れ
１
５
０
人
が
参
加
。

山
田
代
表
は
「
原
発
の
安

全
性
に
つ
い
て
疑
問
点
を
徹

底
的
に
追
及
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。全
体
で「
原
子
力
の

灯
を
消
す
た
め
、
さ
ら
に
運

動
を
強
め
よ
う
」
と
集
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
北
電
前

ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

『『組組合合活活動動』』ととはは

新新規規採採用用者者むむかかええ

【
十
勝
地
方
本
部
発
】
４
月

２０
日
、
浦
幌
町
職
が
開
い
た

「
組
合
加
入
説
明
会
」
の
報

告
を
し
ま
す
。

今
年
は
、
４
月
１
日
付
で

４
人
の
新
規
採
用
が
あ
っ
た

ほ
か
、
人
事
交
流
で
帯
広
市

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
１
人

が
「
期
間
中
は
活
動
に
協
力

し
た
い
」
と
、
合
わ
せ
て
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
段
に
労
金
帯
広
支
店
か

ら
労
金
の
利
用
に
つ
い
て
。

そ
の
後
、
坂
下
執
行
委
員
長

代
行
と
井
上
書
記
次
長
が
組

合
活
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
小
川
青
年

女
性
部
長
と
藤
森
組
織
部
長

は
、
青
年
女
性
部
の
活
動
内

容
や
職
場
で
の
仲
間
づ
く
り

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
十
勝
地
本

専
従
者
と
し
て
送
り
出
し
た

佐
藤
副
委
員
長
が
途
中
で
合

流
し
、
安
い
掛
け
金
で
安
心

保
障
の
「
自
治
労
共
済
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者

か
ら
は
、

「
前
向
き

に
検
討
し

た
い
」「
ぜ

ひ
加
入
す

る
」と
、う

れ
し
い
声

が
あ
り
、

５
月
１２
日

現
在
で
３

人
が
組
合

に
仲
間
入

り
し
ま
し

た
。

（
浦
幌
町

職
書
記
長
・
井
上

亨
）

資源が底をついている状況では、もはや自然エネ
ルギーに転換していくしかないと話す田中さん

��
平平
和和
憲憲
法法
��自自
らら
のの
手手
でで

脅脅
かか
しし
てて
いい
なな
いい
かか

毎年集会に参加している上田文雄札幌市長。自ら
が考え行動することを訴えた＝５月３日

４人の新規採用者と派遣者のあわせて５人が参加した
組合加入説明会＝４月２０日

憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
自
治
労
会
館
で
「
憲
法

を
私
た
ち
の
手
に
！
５
・
３

北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、

約
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

１
９
４
７
年
に
現
憲
法
が

施
行
さ
れ
て
６３
年
目
。
５
月

１８
日
に
は
『
国
民
投
票
保
護

法
』
が
施
行
さ
れ
、『
憲
法
調

査
会
』
へ
の
改
憲
案
の
提
出

が
可
能
に
な
る
。『
戦
争
を
す

る
国
づ
く
り
』
を
進
め
る
動

き
を
警
戒
し
、
こ
の
集
会
を

き
っ
か
け
に
、
平
和
を
守
り

憲
法
の
理
念
を
生
か
す
運
動

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

主
催
団
体
の
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
江
本
秀
春

代
表
は
あ
い
さ
つ
で
、「
貧

困
、
社
会
不
安
が
引
き
金
に

な
り
第
二
次
世
界
大
戦
や
、

太
平
洋
戦
争
を
引
き
起
こ
し

た
。
現
在
も
同
じ
状
況
。
憲

法
が
改
正
さ
れ
自
衛
隊
が
軍

隊
に
な
れ
ば
戦
争
に
な
り
う

る
」
と
述
べ
、
平
和
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

講
演
は
、「
平
和
憲
法
を
私

た
ち
の
手
で
脅
か
し
て
は
い

け
な
い
～
今
こ
そ
、
九
条
の

精
神
を
世
界
に
広
げ
、
実
現

す
る
時
～
」
と
題
し
て
立
山

紘
毅
さ
ん
（
山
口
大
学
経
済

学
部
教
授
）
が
話
し
た
。

立
山
教
授
は
、「
小
泉
・
竹

中
路
線
が
生
存
権
ま
で
を
奪

っ
た
」
と
指
摘
。「
自
ら
不
利

と
思
っ
て
い
る
人
ま
で
が
自

民
党
に
票
を
入
れ
、
無
条
件

の
支
持
で
都
市
と
地
方
の
格

差
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

「
日
本
で
は
先
の
こ
と
を
見

据
え
ず
、
当
面
の
課
題
を
片

づ
け
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い

で
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る

の
か
見
失
わ
さ
れ
て
い
る
」

と
強
調
。
最
後
に
「
現
代
と

い
う
時
代
を
冷
静
に
考
え
、

ど
う
す
れ
ば
平
和
を
維
持
で

き
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
し
て
全
世
界
の
国
民

が
、
等
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生

存
す
る
権
利
を
享
受
で
き
る

の
か
。
そ
の
目
的
意
識
を
欠

い
た
民
主
主
義
は
、
地
上
の

あ
ら
ゆ
る
存
在
に
対
す
る
敵

で
あ
る
」
と
話
し
た
。

劣
化
し
た
社
会
保
障
の
再
生

自
治
労
北
海
道
学
校「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」

４
月
２４
日
、
自
治
労
会
館

で
自
治
労
北
海
道
学
校
「
社

会
福
祉
コ
ー
ス
」
が
開
か

れ
、
１３
地
方
本
部
２９
単
組
５０

人
が
参
加
し
た
。

政
権
交
代
は
実
現
し
た

が
、
前
政
権
か
ら
続
く
市
場

万
能
主
義
政
策
に
よ
る
『
負

の
遺
産
』
が
残
さ
れ
て
い

る
。
労
働
市
場
の
二
極
化
や

社
会
保
障
費
抑
制
に
よ
る
、

非
正
規
雇
用
の
大
幅
な
拡
大

と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
大
量

に
生
み
出
す
格
差
社
会
。
劣

化
し
て
い
る
社
会
保
障
の
再

生
は
最
も
重
要
な
政
策
課
題

だ
。
福
祉
分
野
に
お
け
る
労

働
者
保
護
規
制
の
緩
和
に
よ

っ
て
福
祉
人
材
不
足
も
深
刻

化
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
コ
ー
ス
で
は
、

政
策
を
発
信
し
実
現
す
る
た

め
の
運
動
の
強
化
に
取
り
組

む
た
め
、
つ
ぎ
の
３
課
題
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。

講
演
�
「
最
低
基
準
義
務

付
け
・
枠
付
け
に
つ
い
て
」。

講
演
�
「
指
定
管
理
と
民

営
化
」。

講
演
�
で
は
、「
公
務
員
制

度
改
革
と
関
連
労
働
者
へ
の

影
響
」
を
テ
ー
マ
に
、『
人
事

院
勧
告
』
で
の
給
与
決
定
の

問
題
点
や
、『
労
使
協
約
』
に

つ
い
て
も
学
習
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
国
会
は
参
院
選
を
前
に
し
た
与
野

党
の
激
し
い
攻
防
が
始
ま
る
。
５
月
末
ま

で
の
普
天
間
問
題
の
決
着
が
一
つ
の
争
点

だ
が
、
辺
野
古
沖
の
く
い
打
ち
方
式
や
徳

之
島
へ
の
一
部
機
能
の
移
転
な
る
も
の

が
、
沖
縄
県
民
や
徳
之
島
住
民
の
激
し
い

反
対
に
直
面
し
、
容
易
に
事
態
が
打
開
で

き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の

方
式
の
実
現
に
向
け
て
時
間
を
か
け
て
説

得
し
て
い
く
の
か
、
別
の
解
決
策
を
模
索

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
事
態
は
な
か
な

か
厳
し
い
。
野
党
の
み
な
ら
ず
、
連
立
与

党
側
か
ら
も
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
、
参
議
院
選
挙
を
前
に
支
持
率
の
低
下

が
著
し
い
鳩
山
内
閣
の
行
方
が

こ
の
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
政
治
と
金
の
問
題
も
い
ぜ
ん
と

し
て
厳
し
く
問
わ
れ
続
け
て
お
り
、
こ
の

問
題
に
も
国
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
責

任
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
月
１１
日
、
国
会
の
事
務
所
に
て
）

普
天
間
決
着
が
一
つ
の
争
点

講師の立山紘毅さん

２
年
前
の
４
月

か
ら
日
記
を
書
き

込
ん
で
い
る
。
逢

坂
衆
議
に
触
発
さ

れ
て
朝
、
出
勤
後

の
業
務
に
向
か
う

前
に
、
画
面
に
向

か
っ
て
、
昨
日
の

出
来
事
な
ど
の
書
き
込
み
を

行
っ
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
登
録
し
て
、
公
開
で
き
る

ほ
ど
の
も
の
で
も
な
い
。
時

折
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
そ

の
時
々
の
自
分
史
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
２
年
前

の
今
頃
は
「
地
域
医
療
の
署

名
」
に
つ
い
て
、
喧
々
諤
々

（
け
ん
け
ん
が
く
が
く
）
の

議
論
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
組
合
員
に
は
大
き
く

苦
労
を
か
け
た
が
地
域
医
療

の
実
情
を
内
外
に
訴
え
る
こ

と
や
特
別
交
付
税
の
増
額
に

も
寄
与
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
１
年
前
で
は
、
政
権
交

代
に
向
け
て
、
小
沢
党
首
が

民
主
党
代
表
を
退
き
、
鳩
山

さ
ん
と
岡
田
さ
ん
と
の
代
表

選
挙
で
あ
っ
た
。
結
果
は
８

月
の
「
無
血
革
命
」
へ
と
結

び
つ
い
た
。
最
近
の
書
き
込

み
で
は
、
毎
日
の
反
省
す
べ

き
点
な
ど
を
書
き
込
み
、
最

後
に
は
必
ず
「
本
日
も
し
っ

か
り
と
前
進
す
る
」
と
〆
て

い
る
。
今
日
も
、「
え
さ
き
た

か
し
」「
藤
川
ま
さ
し
」
の
勝

利
に
向
か
っ
て
「
し
っ
か
り

と
前
進
す
る
」

（
杉
谷

光
一
）
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